平成22年度外務省「NGO職員受入れ研修プログラム」
参加希望申込書

１．所属団体概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 eq \o(\s\up 9(ふりがな),団体名) 

	　　　〒　　　　-

団体住所

　　　　　　　　　都　道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

府　県　　　　　　　　　　　　　　　TEL（    ）    - 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※FAX（    ）    -
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail:
団体URL：                　　　　　　　　　　　　 ※受付通知の送付先となりますので必ずお間違いのないよう
ご記入下さい。

	団体代表者　氏名： 
	事務局責任者　氏名：

	(１)団体設立年
	年
	（２）団体の所属する

ネットワークＮＧＯ

及び入会年
	　


	(３)事業活動形態
	ﾈｯﾄﾜｰｸNGO
開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
物資供給
	人材派遣

研修生受入

緊急援助
	情報提供

ﾌｪｱﾄﾚ-ﾄﾞ

開発教育
	調査研究

　 ｱﾄﾞﾎﾞｶｼｰ

	その他

（　　　　）


	(４)活動対象国


	

	(５)事業対象分野
	

	
	

	(６)団体の主な活動実績


	(７)団体と外務省との主な関係

	例） 2006年「日本NGO支援無償資金協力実施」（カンボジア・学校建設）　民間援助連携室

	年「　　　　　　　　　　　　　　　」（　　　　　　　　　　）　課室：

	年「　　　　　　　　　　　　　　　」（　　　　　　　　　　）　課室：

	年「　　　　　　　　　　　　　　　」（　　　　　　　　　　）　課室：

	年「　　　　　　　　　　　　　　　」（　　　　　　　　　　）　課室：

	年「　　　　　　　　　　　　　　　」（　　　　　　　　　　）　課室：

	　　　　　年「　　　　　　　　　　　　　　　」（　　　　　　　　　　）　課室：


２．参加希望者略歴　　
	ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名：
	肩書：


	入職年月：    年  月
	性別：
	生年月日（年齢）：     年  月   日   （歳）


（１）略歴（最終学歴、職歴、NGO活動歴）
　　※短期大学卒業の方は，卒業した高等学校についてもご記載ください。
	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


（２）現在の主な担当事業
	


（３）専門、得意分野・技能，等
	


３．事前要望調査
（１）参加希望プログラム（参加希望欄に○印を付して下さい。）

　　※部分的な参加も可能ですが，プログラム⑤～⑧への参加は、プログラム②～④を受講していることが条件です。
※③以外は外務省にて実施予定。
	
	プログラム名
	参加希望

	①
	外務省組織説明
	

	②
	NGO・外務省連携推進委員会への出席
	

	③
	外務省による集団ブリーフィング
	

	④
	JICAによる集団ブリーフィング（於：JICA地球ひろば）
	

	⑤
	個別ブリーフィング
	

	⑥
	民間援助連携室員との意見交換
	

	⑦
	民間援助連携室が主催する会議への出席
	

	⑧
	外務省国際協力局幹部との意見交換
	


（２）本プログラムへの応募動機（プログラムにおいて学びたい事柄，得たい知識，等）
	


（３）個別ブリーフィング（プログラム⑤）を希望する場合，

①ブリーフを希望するテーマおよび内容（できるだけ詳細に記入してください。）

②当該テーマを選択した理由
	


（４）上記（３）以外に関心のある分野，集団ブリーフィングで取り上げてほしいテーマ
	


（５）その他　質問・要望
	


（以上）
４．交通費・宿泊費
　国家公務員旅費法に基づき，交通費，宿泊費および日当を精算払いにて支給致します。

（１）パック旅行のご利用について

　　まずは旅行会社等が販売するパック旅行（新幹線又は航空券と，宿泊費がセットになっている商品）のご利用をご検討ください。

1 パック旅行を利用する場合

旅行会社が発行する見積書及びパンフレットを添付し，下記（２），（３）に必要事項をご記入ください。

2 お住まいの地域においてパック旅行が販売されていない場合

又は，パック旅行のほうが不便，高価である場合

下記（２），（３）に必要事項をご記入ください。
（２）外務省までの経路および費用

· 外務省最寄り駅は，東京メトロ霞ヶ関駅です。

· 起点は参加者自宅または，所属団体最寄り駅になります。

· 通勤用定期券を所持している場合で，定期券の有効区間を移動する場合は，お持ちの定期券をご利用ください。

· 公共交通機関による最短距離の交通費を支給いたします。

· 自家用車を利用される場合のガソリン代・駐車場代等，およびタクシー代は支給対象外です。

· 移動距離100km未満の場合，列車の特急料金は支給対象外です。

· 移動距離1,000km未満の場合，航空機はご利用いただけません。

· 有料特急列車を利用する場合，指定席をご利用いただけます。
	経路（交通機関名）
	費用

	記入例：船橋駅－東京駅　往復（JR総武線）
　　　　東京駅－霞ヶ関　往復（東京メトロ）
	７６０円
３２０円

	
	

	合計
	


（３）宿泊先

· パック旅行を利用しない場合，宿泊費は当省旅費規程に基づき規定額を支給いたします。
· 参加者の親族や友人等の自宅を宿泊先とする場合，宿泊費は支給されません。
	宿泊先名称
	

	宿泊先

最寄り駅
	


（４）その他

1 ご提出いただいた経路・宿泊先の変更をお願いする場合があります。変更にご対応いただけない場合は，プログラムへの参加が認められない場合もあります。
2 経費精算時に，パック旅行・宿泊先の領収書，搭乗券の半券（空路を利用した場合）をご提出いただきます。
3 旅費・宿泊費に加え，国家公務員旅費法に基づき規定の日当を支給いたします。

4 その他不明点があれば，下記へお問い合わせください。
問い合わせ先
　　外務省国際協力局民間援助連携室

　　担当：藤田

　　電話：03-5501-8361

　　FAX：03-5501-8360

　　Email：minrenshitsu@mofa.go.jp
（以上）
　　年　　月　　日現在








